
第５学年１組 算数科（プログラミング）学習指導案 

令和２年１１月１０日（火） 

加治川小学校 授業者 本宮 佑二郎 

１ 単元名 「正多角形と円」 

 

２ 単元の目標 

 ・円と関連させて正多角形の基本的な性質を知る。 

 ・円周率の意味について理解し，それを用いる。 

 ・図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し，構成のしかたを考察したり，図形の性質を見い出

し，その性質を筋道立てて考え説明したりする。 

 

３ 評価基準 

【知識・技能】 

正多角形の性質や円周率の意味を理解し，円を使って正多角形を描いたり，円周率を使って直径や

円周の⾧さを求めたりすることができる。 

【思考力・判断力・表現力等】 

 図形を構成する要素や図形間の関係に着目し，正多角形の性質を見いだしたり，円を使った正多角

形の描き方を考えたり，円周率が一定であることをとらえたりして，説明できる。 

【学びに向かう力・人間性等】 

 円と関連させて正多角形の性質や描き方を考えたり，円周率について帰納的に考えたりした過程を

振り返り，多面的にとらえ検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気付き学

習したことを今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。 

 

４ 期待する児童の姿とその手立て 

  本単元で期待する児童の姿は次のとおりである。 

  ①「辺の⾧さ」，「角の大きさ」という図形の構成要素に目をつけ，正多角形の基本的な性質を理解

することができる。 

  ②正多角形を対角線で等分してできた三角形の性質を用いて，指定された角の大きさの求め方を説

明することができる。 

  ③正多角形の描き方を理解し，説明することができる。 

  ④円を利用して正多角形がかける理由を説明することができる。 

  〔手立て〕 

  ① 折り紙を使っていろいろな正多角形を作る活動を行うことによって，整った形である正多角形

に対する関心を高め，性質に着目できるようにする。（第１・２時） 

  ② 図形についての感覚を豊かにし，正多角形の性質について理解するためにプログラミングを体

験させる。正多角形の作図を行う学習では，正確な繰り返し作業を行う必要がある。そこでソフ

トウェア「プログル」を活用する。（第４時） 



  ③ プログルで作成したプログラムを基に正多角形の描き方と手順を説明させる。正多角形の描き

方の説明では，全学年で取り組んでいる話すスキルと関連させながら説明できるように促す。

（第３・４時）また，第４時においては，正多角形の描き方と手順の説明に加え，算数的な見

方・考え方である正多角形を作図するときのきまり（回す角の和が 360°になるなど）に気付け

るよう，ワークシートを工夫する。 

 

５ 指導計画（全 10 時間 本時４／10 時間） 

小単元 時数 学習内容 

１ 正多角形 ４／５ 

（本時） 

・折り紙を用いて正多角形を作成し，図形の構成要素に目を向

ける。 

・正多角形を対角線で等分してできた三角形の性質を用いて，

指定された角の大きさの求め方を説明する。 

・正多角形の描き方を理解し，説明する。 

・プログラミングにおける正多角形の描き方を理解し，説明す

る。（本時） 

・円を利用して多角形が描ける理由を説明する。 

２ 円の直径と円周 ３ ・円周の⾧さは直径の⾧さの 3 倍より⾧く 4 倍より短い関係に

なっていることを説明する。 

・どんな大きさの円でも（円周）÷（直径）は約 3.14 となるこ

とを説明する。 

・（円周）＝（直径）÷3.14 の公式を使って，身の回りの円にお

ける円周や直径の⾧さを求める。 

３ 既習事項の確かめ １ ・既習事項の確かめを行う。 

４ 深めよう １ ・円の直径と円周の関係を用いて，身の回りの事象について考

え，理解を深める。 

 

６ 本時の展開 

 （１）本時のねらい 

   正多角形を描くためのプログラムについて，正多角形の性質を論理的に考え，説明することがで

きる。 

（２）本時の構想 

  本時で期待する児童の姿は次のとおりである。 

①正多角形を描くプログラミングでは，（ 180°− １ つ の 角 ） の 角 度 だ け 向 き を か え る と よ

い こ と を 理 解 し ， それをもとに正多角形を描くプログラミングを考える姿。 

②プログラム作成において試行錯誤をしながらも，プログラミングの便利さや楽しさに気付く姿。 

〈手立て〉 

 ① 授業展開の中で，児童に「うまくいかない」を体験させることを大切にしたい。個人思考の時間

を設け，個人で試行錯誤する時間を十分なものにしたい。全体での確認では，児童の考えを取り上



げながら描き方を全体で共通理解する。 

正三角形を描く際，60°回転させるのではなく，「180°−60°＝120°」回転させなければいけ

ない。児童の気付きを全体で共有し，なぜ 120°回転させるのかを説明できるようにする。偶然に

120°で成功した児童にもどうして成功したのかの説明をできるように促す。 

単純に正三角形→正方形→正五角形→正六角形と進むのではなく，内角の計算難易度から学習の

ステップを意識して，正方形→正三角形→正六角形→正五角形という順序で展開することで児童の

図形への理解を深めたい。 

 

 ② 児童の気付きから，「180°−ひとつの角＝回す角度」のきまりを発見するために，拡大掲示した

正多角形を用いた説明とワークシートの表に数字を書き込む作業を行う。それでも児童がきまりを

発見できなかった場合は，教師が説明する。教師が説明した場合でも，説明後にペアできまりの内

容を確認させ，児童一人一人が自らの言葉できまりを説明できるようにする。正五角形を描くこと

ができた児童から，自由に他の正多角形を描くよう指示し，学んだきまりを生かしてプログラミン

グに熱中する姿を目指したい。 

 

（３）本時の展開  

段 階  

( 時 間 )  
学 習 活 動  教 師 の 働 き か け （ Ｔ ） と 子 ど も の 反 応 （ Ｃ ）  

○ 指 導 上 の 留 意 点  

◆ 評 価 の 観 点  

つ
か
む 

７
分 

既 習 事 項 の

確 認 を す る 。 

Ｔ  四 角 形 ， 五 角 形 ， 六 角 形 の 角 の 大 き さ の 和 に

つ い て 復 習 し ま し ょ う 。  

Ｃ  180°ず つ 増 え て い く か ら 180°＋ 180°＝ 36

0° 

Ｃ  四 角 形 は ２ つ の 三 角 形 に 分 け る こ と が で き

る か ら 180°×２ ＝ 360° 

Ｔ  で は ，今 日 は 学 習 し た こ と を 生 か し て 正 多 角

形 を プ ロ グ ラ ミ ン グ で 描 い て み ま し ょ う 。  

め あ て プ ロ グ ル に ど の よ う な 命 令 を 出 す と 正 多

角 形 を か け る の だ ろ う か 。  

○ 三 角 形 の 内 角 の

和 が 1 8 0° で あ る

こ と を も と に 確

認 す る 。  

 

 

○ 前 時 に 手 で 描 い

た 正 多 角 形 を 想

起 さ せ ，手 で 描 い

た 困 難 さ を 共 有

す る 。  

考
え
る 

５
分 

プ ロ グ ル の

基 本 操 作 を

知 る 。  

Ｔ  ス テ ー ジ ４ ま で ， や っ て み ま す 。 見 て い て く

だ さ い 。  

Ｃ  繰 り 返 し ブ ロ ッ ク は 便 利 そ う だ 。  

Ｃ  自 分 で も で き そ う だ 。  

Ｔ  繰 り 返 し ブ ロ ッ ク を 使 っ て ，正 方 形 を 描 い て

み ま し ょ う 。  

○ ス テ ー ジ ４（ 正 方

形 ）ま で は 教 師 の

操 作 に よ り 学 級

全 体 で 考 え る  

○ 繰 り 返 し ブ ロ ッ

ク の 使 い 方 を 確

認 す る 。  



（ ４ ） 本 時 の 評 価  

 ① 正 三 角 形 の 描 き 方 を 説 明 す る こ と が で き て い る 。  

 ②試 行 錯 誤 し な が ら 自 分 の 考 え を プ ロ グ ラ ム で 表 現 し よ う と し て い る 。  

考
え
る 

正 三 角 形 の

描 き 方 を 考

え る 。  

Ｔ  で は ， 正 三 角 形 を 描 く プ ロ グ ラ ム を 作 っ て み

ま し ょ う 。  

Ｃ  一 つ の 角 の 大 き さ を 考 え よ う 。  

Ｃ  辺 の 数 は ３ 本 だ か ら ３ 回 繰 り 返 そ う 。  

Ｃ  う ま く い か な い 。 ど こ を 変 え れ ば よ い か な 。 

Ｃ  あ れ ， 60°回 し て も う ま く い か な い よ 。  

○「 60°右 を 向 き ま

す 」で は う ま く い

か な い こ と を 確

認 す る 。  

 

学
び
合
う 

４
分 

1 2 0° を 指 定

す る と よ い

こ と を 全 体

で 確 認 す る 。 

 

Ｔ  ど う し て「 60°右 を 向 き ま す 」 で は う ま く い  

か な い の か な 。  

Ｃ  回 す 角 度 が 足 り な い よ 。  

Ｃ  向 き を 変 え る 角 度 は 120°に な る 。  

◆ 正 三 角 形 の 描 き

方 を 説 明 す る こ

と が で き て い る

か 。  

考
え
る 

８
分 

正 六 角 形 と

正 五 角 形 の

プ ロ グ ラ ム

を 作 る 。  

Ｔ  で は ，確 認 し た こ と を 生 か し て 正 六 角 形 と 正

五 角 形 も 描 い て み よ う 。  

Ｃ  正 六 角 形 の 外 側 の 角 度 を 入 れ る と い い ん だ 。 

Ｃ  表 を 見 る と だ ん だ ん 数 字 が 変 化 し て い る な 。 

○ プ ロ グ ラ ミ ン グ

を し な が ら ，分 か

っ た と こ ろ を 表

に 書 き 込 む よ う

に 指 示 す る 。  

ま
と
め 

４
分 

プ ロ グ ラ ミ

ン グ の ポ イ

ン ト を ま と

め る 。  

Ｔ  ど の よ う な 命 令 を 出 す と 正 多 角 形 を か く こ

と が で き た か な 。  

ま と め プ ロ グ ル の 向 き を 変 え る と き に は 正 多 角  

形 の １ つ の 角 の 大 き さ だ け で は な く 、 （ 1

80°− １ つ の 角 の 大 き さ ）だ け 向 き を 変 え

る 命 令 を 出 す と か け る 。  

 

考
え
る 
６
分 

い ろ い ろ な

正 多 角 形 の

描 き 方 を 考

え る 。  

Ｔ  見 つ け た き ま り を 生 か し て 他 の 正 多 角 形 を

描 い て み ま し ょ う 。  

Ｃ  き ま り を 使 う と 正 十 角 形 も 簡 単 に 描 け る よ 。 

◆ 試 行 錯 誤 し な が

ら 自 分 の 考 え を

プ ロ グ ラ ム で 表

現 し よ う と し て

い る か 。  

振
り
返
る 

５
分 

授 業 で の 学

び を 振 り 返

る 。  

Ｔ  今 日 の 授 業 で 感 じ た こ と や 考 え た こ と ， も っ

と や っ て み た い こ と を 書 き ま し ょ う 。  

Ｃ  楽 し か っ た 。パ ソ コ ン は 手 で 描 く よ り も 簡 単

だ 。  

Ｃ  ブ ロ ッ ク の 順 番 に 気 を 付 け て 考 え る と う ま

く で き た 。  

 

６
分 


